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1. の本事業の背景と 的目的    

1.1. 本事業の背景 

1.1.1. 化管法の見直し 

特定化学物質の環境への排出量の把握等及び管理の改善の促進に関する法律（以下、「化

管法」という）に関しては令和元年６月に産業構造審議会製造産業分科会化学物質政策小委

員会制度構築ワーキンググループ、中央環境審議会環境保健部会化学物質対策小委員会合

同会合において制度見直しが行われた。 

 薬事食品衛生審議会薬事分科会化学物質安全対策部会 PRTR 対象物質調査会、化学物

質審議会安全対策部会化管法物質選定小委員会、中央環境審議会環境保健部会ＰＲＴＲ対

象物質等専門委員会合同会合（以下、「物質見直し合同会合」という）にて最新の有害性情

報等を踏まえた第一種指定化学物質及び第二種指定化学物質の見直しが実施され、第一種

指定化学物質及び第二種指定化学物質の候補リスト（以下、「候補リスト」という）が令和

２年８月の答申において公表された。その結果を受けて、令和２年 12 月に化管法政令改正

（第一種指定化学物質及び第二種指定化学物質の追加、削除等）に向けたパブリックコメン

トが行われた。 

 

1.2. 本事業の目的 

化管法見直し後の対象物質のうち新規に追加される可能性のある２７１物質（第一種指

定化学物質が１９９物質、第二種指定化学物質が７２物質）（以降、「化管法新規指定候補

物質」という）の中から過去に政府 GHS 分類が実施されていない物質（１５２物質）から

優先付けを行い、分類対象候補として１００物質程度を抽出した。さらに、当該物質に対し

て JIS Z 7252 に規定される物理化学的危険性（爆発性等１７項目）及びヒト健康有害性（急

性毒性等６項目）の情報をガイダンス記載の情報源より調査し、専門家による GHS 分類を

実施した。さらに、経済産業省が公表している混合物分類判定システムについて独立行政法

人製品評価技術基盤機構（以下、「NITE」という）にて提供されている各種 GHS 情報（政

府分類結果等）との連携を検討し、対象物質見直し後の事業者における円滑な対応を促す検

討を行った。 

 



1. 本事業の背景と目的 
 1.3. 本事業の概要 

2 
 

 

1.3. 本事業の概要 

本事業の全体像を図 1-1 に示す。本調査は全て GHS に関連する内容であり、大きく分け

て、GHS 分類、混合物分類判定システムの 2 つに分けられる。それぞれの内容が、相互的

に関係しているため、各パートで得られた情報を共有しつつ本調査事業を進めた。 

 

 

図図    1-11    業事業の全体像    
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3. HSGHS 判定混合物分類判定シシステムのの更新    

3.1. 実施概要 

経済産業省は、平成 25 年度より GHS 混合物分類判定システム1を公開し、事業者の GHS

対応を推進している。GHS 混合物分類判定システムは、政府分類等の個別物質の GHS 分

類結果が搭載されており、単一物質の分類結果をもとに混合物の GHS 分類を行うことがで

きるツールである。 

GHS 混合物分類判定システムは、単一物質の分類結果をデータベースとしており、本事

業では令和元年度の厚生労働省事業分類結果及び本事業における分類結果を GHS 混合物

分類判定システムに搭載した。 

GHS 混合物分類判定システムの導入、利用を促進するべく、NITE は令和２年度業務と

して Web アプリケーションの混合物 GHS 分類判定システムの構築、運用、保守業務を調

達しており、当該システムは令和３年４月より運用が開始される予定である。 

新しく構築される混合物GHS 分類判定システムはWeb ブラウザベースで混合物の GHS

の分類を行うことを可能とするものであり、現行のスタンドアローン版の混合物 GHS 分類

判定ツールから動作環境が一新されたものとなる。 

新しいシステムが稼働することを受け、本節では、Web アプリケーションの利用におけ

る一般的な利点と課題について考察し取りまとめる。 

検討においては、NITE や現行の GHS 混合物分類判定ツール（以降「現行版 GHS ツー

ル」）の開発元である JCDB の担当者を含めた打ち合わせを行い、現行ツールから Web 版

GHS 混合物分類判定システム（以降「Web 版 GHS システム」）への移行にあたっての課題

抽出を行った。 

その他、現行版 GHS ツールに関する不明点について、経済産業省からの問合せ（ユーザー

から寄せられた質問など含む）への原因調査、対処法の検討を行った。 

 

3.2. 搭載データの更新 

3.2.1. GHS 分類結果の整理 

（1） 政府が実施している GHS分類結果の情報整理 

政府が実施している GHS 分類結果（令和元年度分、本事業分類結果）について、現行版

GHS ツールに搭載できるよう情報整理を行った。令和元年度の厚生労働省事業における分

類結果について「※」と表示されるものについては、表 3-1 に示す抽出ロジックに基づき

分類根拠分から分類結果を紐づけ、データを搭載した。 

 

                                                   
1 経済産業省 GHS 混合物分類判定システム 
https://www.meti.go.jp/policy/chemical_management/int/ghs_auto_classification_tool_ve
r4.html 
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3.3. GHS混合物分類ツールの利便性向上検討 

政府公開情報の活用推進のため、Web 版 GHS システムの開発が NITE において進めら

れている。経済産業省及び NITE、厚生労働省ＨＰに掲載される GHS 関連情報との連携を

促進することを検討し、Web 版アプリケーションの利用における利点と課題を整理する。 

 

3.3.1. Web版アプリケーションの利用における利便性と課題 

（1） 利便性、操作性に関する整理 

（a） ツールとデータの更新の利便性 

ツールの機能が更新された場合、現行版 GHS ツールのようなスタンドアローンツールで

は、ユーザーが新しいプログラムをダウンロードし、インストールすることが必要であるが、

Web アプリケーションではサーバのプログラムを変更すれば、自動ですべての利用者が新

しい機能を用いるようになる。 

また、政府による GHS 分類結果データの更新においても、現行版 GHS ツールは手作業

でのダウンロードとツールへの取り込みが必要であるが、Web 版 GHS システムでは NITE

が新たな GHS 情報を登録して公開する手順を経れば、直ちに新しい GHS 情報をすべての

利用者が利用可能になるなど、ツール・データの更新では利便性が向上する。 

 

（b） ツールの機能を利用する際の利便性 

一般的な Web アプリケーションでは、サーバにほぼすべてのデータが登録、保持されるた

め、システムに取り込む作業に負荷がかからず、データのバージョン管理も意識せずに済み、

利便性は高い。 

ただし、Web 版 GHS システムでは、セキュリティの観点からシステムで登録したデータ

はエクスポート（ダウンロード）して、ファイルとして端末に保存できる機能を備えること

としている。再度利用したい場合には、当該ファイルをインポート（アップロード）する必

要があるため、現行版 GHS ツールと比較すると利便性は低いと考えられる。同じ団体で複

数人が利用する場合、最新のファイルを共有する必要があり、共有方法など工夫が必要と考

えられるが、ファイルとして常に管理ができる点は工夫次第で利便性は向上でき、ファイル

を共有することのみで、どの端末からも利用可能となる点は有意である。また、複数人が複

数端末で利用する場合、スタンドアローン版において課題となる端末のバージョン管理は

Web 版では必要がないため、管理の面においても Web 版の有用性は高い。 

 

（c） 操作性 

一般的な Web アプリケーションで大量の項目を入力する等のアプリケーションに適した

操作性の高いインタフェースを実現するのは難しいという特徴がある。しかしながら現行

版 GHS ツールでは複数の混合物の情報を一括で入力することができず利便性に欠ける。

NITE からの情報によると、Web 版 GHS システムでは大量の項目を入力する機能を有して
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おり、上述したとおりファイルにおいても大量の情報を管理・インポート（アップロード）

することが可能なことから、現行版 GHS ツールと比較し、操作性が劣るということはない

と考えられる。 

 

（2） セキュリティに関する整理 

（a） 脆弱性の観点 

脆弱性の観点では、web 版 GHS システムは、インターネット上で公開されるシステムで

ありインターネットを介した攻撃を受ける可能性があることから、スタンドアローンで使

用する現行版 GHS ツールと比較するとセキュリティの脆弱性には十分留意する必要があ

る。 

NITE では、システムの運用にあたり、継続的な保守契約により、セキュリティの脆弱性

に十分留意するため、Web 版 GHS システムの構築、運用及び保守の業務仕様書2において

下記を保守要件として求めている。 

当該要件に則り、定期的にセキュリティ診断を実施し、脆弱性が発見された場合には対策

を行うことで安全性の向上が期待できる。 

 

（仕様書抜粋） 

当該システムはインターネットにより接続される Web システムであるため、受注者は

日々進化するセキュリティ面での脅威に備え、必要となるインフラサービスを構成する

ＯＳやソフトウェアのバージョンアップを行うこと。また、外部の第三者によるセキュリ

ティ診断によって脆弱性が発見された場合は、その脆弱性に対応した改修を実施するこ

と。 

 

参考として、独立行政法人 情報処理推進機構（IPA）の「安全なウェブサイトの作り方

3」で届出件数が多かった脆弱性や攻撃による影響度が大きい脆弱性として取り上げられて

いる Web アプリケーションの一般的な脆弱性を表 3-2 に示す。 

  

                                                   
2 GHS 混合物分類判定システムの構築、運用及び保守１式 仕様書 
3 安全なウェブサイトの作り方 改訂第７版（独立行政法人情報処理推進機構） 
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でも、データはサーバで一元管理されているため、バージョン管理などは不要となる。 

 

（2） サーバのスペックの観点 

サーバでデータを登録管理する方式では、ユーザーが入力、アップロードした情報を保持

しておく必要があるため、そのためのストレージが必要となる。 

 

（3） サーバでデータを登録管理する方式を追加する場合の実施可能性 

サーバでデータを登録管理しない方式でサービスの提供をはじめ、その後、管理する方式

も追加で提供し、両方の方式を利用可能とすることは、技術的には（機能追加は）特に問題

なく実現可能と考えられる。その場合は、「データを保存したい場合はログイン」のような

ボタンを設置し、途中からログインを行うことを可能にしたり、最初にアクセスした画面に

「ログインして利用」と「ログインすることなく利用（データの保存不可）」のボタンを設

置し、ユーザーに選ばせたりする等の方法が考えられる。 

なお、3.3.2 の場合と同様に、保持する情報の量が多い場合、サーバ（ストレージ）の追

加等の対応が必要になる可能性がある。また、システムの規模が大きくなるため、保守やシ

ステム更新にかかる費用が増大する可能性がある。 

 

（4） セキュリティの観点 

（a） 脆弱性の観点 

サーバでデータの登録管理を行う方式/行わない方式のどちらの場合にも、インターネッ

トから利用可能な Web アプリケーションは、十分な脆弱性対応を行っておく必要があり、

サーバでデータの登録管理を行わない方式は、行う方式に比較して必要な対策が大幅に少

なくなるものではなく、OS や利用しているミドルウェア等の脆弱性対応を継続的に行って

いく必要がある。 

また、ID を用いてログインをしていない場合も、利用している間はユーザーを特定し、

当該ユーザー以外には情報がもれないようにする必要がある。一般的に Web アプリケー

ションでは、ユーザーが Web アプリケーションにアクセスするとセッション ID を発行し

てユーザーを特定する（セッション ID はいわゆる ID と異なりユーザーが認識することは

ない）。セッション ID が他人にもれたり推測できたりすると、ユーザー本人と同様に他人

が Web アプリケーションにアクセスできるため情報が漏洩する可能性があるため、セッ

ション ID については特定が困難なもの、セッション ID を URL パラメータに格納しない

等の対策を Web アプリケーション診断の結果を踏まえ検討することが必要となる。 

 

（b） 機密情報管理の観点 

サーバでデータを登録管理する方式では、サーバで登録情報を一括管理することになる

が、混合物の組成情報などは企業の機密情報に該当する場合が多いと考えられ、登録を回避



3. GHS 混合物分類判定システムの更新 
 3.3. GHS 混合物分類ツールの利便性向上検討 

45 
 

する企業も存在すると考えられる。その場合は、サーバでデータを登録管理しない方式での

利用を促す必要がある。 

 

（5） まとめ 

Web 版 GHS システムの利便性を改善するための案としてのサーバでのデータ登録管理

機能の実現に関連し、Web アプリケーションでのデータ登録管理の有無による主な違いに

ついて表 3-4 にまとめる。 

なお、表内の「高い・低い」、「減・増」などは、データ登録管理の有無で比較した場合の

指標を示す。 
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・データ登録管理なしで提供をはじ

め、その後登録管理あり方式も追加

で提供することは、技術的には（機

能追加は）特に問題なく実現可能と

考えられる。 

・その場合は、ユーザーに登録管理

あり／なしを選ばせる方法を実現す

る必要がある。 

・保持する情報の量が多い場合、

サーバ（ストレージ）の追加等の対

応が必要にある可能性がある。 

・システムの規模が大きくなるた

め、保守やシステム更新にかかる費

用が増大する可能性がある。 

・データ登録管理ありで提供をはじ

め、その後登録管理なし方式も追加

で提供することは、技術的には（機

能追加は）特に問題なく実現可能と

考えられる。 

・その場合は、ログイン画面（ID と

パスワードを入力画面）に「ログイ

ンすることなく利用（データの保存

不可）」のボタンを設置するなどの

方法が考えられる。 

・システムの規模が大きくなるた

め、保守やシステム更新にかかる費

用が増大する可能性がある。 

 

3.3.3. 現行版 GHSツールの位置づけ 

現行版 GHS ツールはユーザーPC へのインストール、GHS 分類結果データの更新やツー

ルの更新にかかる負荷の観点から、Web 版 GHS システムと比較して利便性は低い。 

ただ、スタンドアローン版のツールは、セキュリティの観点では、情報漏洩などのリスク

が低い。Web 版 GHS システムは、サーバでデータ管理保存しない方式のため機密性保護の

観点での懸念は払拭されるが、企業のセキュリティポリシー等により Web 版 GHS システ

ムを利用できない場合は、仮に Web 版の利用にインセンティブを与えて現行版からの移行

を促進しようとしても、容易に移行することができない。そのような企業も一定数存在する

可能性が考えられるため、当面は Web 版 GHS システムと並行して提供し、実態を踏まえ

て完全な移行（現行版 GHS ツールの廃止）を検討する必要がある。 
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3.3.4. GHS総合情報提供サイトとの連携 

（1） 更新履歴のアクセス性向上の工夫 

政府による GHS 分類結果の追加・修正等が行われた場合、Web 版 GHS システムのデー

タも更新されることとなる。そのため、Web 版 GHS システムの利用者はいつどのような更

新があったのか知ることが重要である。現在、NITE の GHS 総合情報提供サイト4に GHS

関連のお知らせが掲載されており、政府による GHS 分類結果や Web 版 GHS システムの

更新情報は集約されていくと推察される。 

一方でユーザーは、政府による GHS 分類の結果のみ直接確認するユーザー、Web 版 GHS

システムのみ直接利用するユーザーが一定数存在することが予想される。どちらのユー

ザーであったとしても更新情報の見落としを防止し、GHS 総合情報提供サイトのお知らせ

欄を最大限活用するために、NITE 統合版 GHS 分類結果のページ、Web 版 GHS システム

のトップページに最終更新日を掲載することで、ユーザーが更新に気づきやすくする工夫

が考えられる。 

 

 

図    33--1    日 掲 （ メ更新日の掲載（イメージ）        

                                                   
4 製品評価技術基盤機構 GHS 総合情報提供サイト 
https://www.NITE.go.jp/chem/GHS/GHS_index.html 





3. GHS 混合物分類判定システムの更新 
 3.4. 経済産業省等からの問合せへの対応 

51 
 

3.4. 経済産業省等からの問合せへの対応 

現行版 GHS ツールに関する不明点について、経済産業省に寄せられた事業者からの問合

せ内容を取りまとめ、開発元である JCDB と原因・対処法の整理を行った。問合せ内容及

び対応方針は表 3-5 に示す通り。SQL サーバのインストール不具合によるエラーが多いが、

スタンドアローン版の現行版 GHS ツール特有の課題であることから、今後、Web 版 GHS

システムへの移行が進むことで、インストール関係のエラーは減っていくと考えられる。た

だし、Web 版 GHS システムでは利用開始時、利用終了時に必ずインポート及びエクスポー

トの作業が発生することから、Web 版 GHS ツールの運用の段階では、インポート及びエク

スポートの Q&A 集等を準備することで同様の問合せを減らし、利用者の利便性向上を図る

ことが求められる。 
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R2-A-001-METI ２－｛［３－（トリメトキシシリル）プロポキシ］メチル｝オキシラン
R2-A-002-METI ナトリウム＝１－オキソ－１λ（５）－ピリジン－２－チオラート
R2-A-003-METI ビス（２－エチルヘキサン－１－イル）＝マレアート
R2-A-004-METI ４－イソプロピル－３－メチルフェノール
R2-A-005-METI α－イソメチルヨノン
R2-A-006-METI ２－メチル－３－（ｐ－イソプロピルフェニル）プロピオンアルデヒド
R2-A-007-METI Ｎ，Ｎ－ジメチルテトラデカン－１－イルアミン
R2-A-008-METI ３－（４－ｔｅｒｔ－ブチルフェニル）プロパナール

R2-A-009-METI
１－［（３Ｒ，３ａＲ，７Ｒ，８ａＳ）－３，６，８，８－テトラメチル－２，３，４，７，８，８ａ－ヘ
キサヒドロ－１Ｈ－３ａ，７－メタノアズレン－５－イル］エタノン

R2-A-010-METI ３－ヘキセニルサリチレート
R2-A-011-METI 亜鉛＝ビスメタクリラート
R2-A-012-METI アニリン・ホルムアルデヒド・ホスゲン重合物
R2-A-013-METI ポリメチレンポリフェニレン＝イソシアナート
R2-A-014-METI ４，５－ジクロロ－２－オクチルイソチアゾール－３（２Ｈ）－オン
R2-A-015-METI ２－ｔｅｒｔ－ブチルシクロヘキシル＝アセタート（RR-体）
R2-A-016-METI トリシクロ［５．２．１．０２，６］デカ－４－エン－３－イル＝プロピオナート
R2-A-017-METI ４－ｔｅｒｔ－ブチルシクロヘキサン－１－イル＝アセタート

R2-A-018-METI
メチル＝２－（｛［３－（４，６－ジメトキシピリミジン－２－イル）ウレイド］スルホニル｝メ
チル）ベンゾアート（別名：ベンスルフロンメチル）

R2-A-019-METI アジピン酸ジヒドラジド
R2-A-020-METI シクロヘキシリデン（フェニル）アセトニトリル
R2-A-021-METI ピペロナール

R2-A-022-METI
５－プロパン－１－イル－６－（２，５，８－トリオキサドデカン－１－イル）－１，３－ベ
ンゾジオキソール（別名：ピペロニルブトキシド）

R2-A-023-METI ３－ヨード－２－プロピニル＝ブチルカルバマート

R2-A-024-METI
（４－エトキシフェニル）｛３－［（４－フルオロ－３－フェノキシ）フェニル］プロピル｝（ジ
メチル）シラン（別名：シラフルオフェン）

R2-A-025-METI オキシテトラサイクリン

R2-A-026-METI
３－［（２－クロロ－１，３－チアゾール－５－イル）メチル］－５－メチル－Ｎ－ニトロ－
１，３，５－オキサジアジナン－４－イミン（別名：チアメトキサム）

R2-A-027-METI
（Ｅ）－１－（２－クロロ－１，３－チアゾール－５－イルメチル）－３－メチル－２－ニト
ログアニジン（別名：クロチアニジン）

R2-A-028-METI
Ｎ－（３，５－ジクロロフエニル）－１，２－ジメチルシクロプロパン－１，２－ジカルボキ
シイミド（別名：プロシミドン）

R2-A-029-METI
４－（１，２，ジメチルプロピルアミノ）－２－エチルアミノ－６－メチルチオ－１，３，５－
トリアジン（別名：ジメタメトリン）

R2-A-030-METI
２，４－ビス（イソプロピルアミノ）－６－メチルチオ－１，３，５－トリアジン（別名：プロ
メトリン）

R2-A-031-METI
１－（５－ｔｅｒｔ－ブチル－１，３，４－チアジアゾール－２－イル）－１，３－ジメチルウ
レア（別名：テブチウロン）

R2-A-032-METI Ｎ－（４’－フルオロフエニル）－２，３－ジクロロマレイミド（別名：フルオルイミド）

R2-A-033-METI
１－メチル－２－ニトロ－３－［（３－テトラヒドロフリル）メチル］グアニジン（別名：ジノ
テフラン）

R2-A-034-METI ２－アミノ－３－クロロ－１，４－ナフトキノン（別名：キノクラミン（ＡＣＮ））

R2-A-035-METI
１－（４－クロロフェニル）－３－（２，６－ジフルオロベンゾイル）尿素（別名：ジフルベ
ンズロン）

R2-A-036-METI １，１－ジメチル－３－（５－ｔｅｒｔ－ブチル－イソオキサゾリル）尿素（別名：イソウロン）
R2-A-037-METI ３－ｔ－ブチル－５－クロロ－６－メチルウラシル（別名：ターバシル）
R2-A-038-METI 2,4,5-トリクロロフェニルスルホン（別名：テトラジホン）

R2-A-039-METI
１－アセチル－６－（１，１，１，２，３，３，３－ヘプタフルオロプロパン－２－イル）－３
－［（ピリジン－３－イルメチル）アミノ］－３，４－ジヒドロキナゾリン－２（１Ｈ）－オン
（別名：ピリフルキナゾン）

R2-A-040-METI
３－アリルオキシ－１，２－ベンゾイソチアゾール＝１，１－ジオキシド（別名：プロベナ
ゾール）

分類ID 物質名称

分類対象物質一覧
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分類ID 物質名称

R2-A-041-METI
１，１’－（アンモニウムジイルジオクタン－８，１－ジイル）ジグアニジニウム＝トリア
セタート（別名：イミノクタジン酢酸塩）

R2-A-042-METI
２－｛２－クロロ－４－（メチルスルホニル）－３－［（オキソラン－２－イルメトキシ）メ
チル］ベンゾイル｝シクロヘキサン－１，３－ジオン（別名：テフリルトリオン）

R2-A-043-METI
３，４－ジクロロ－Ｎ－（２－シアノフェニル）イソチアゾール－５－カルボキサミド（別
名：イソチアニル）

R2-A-044-METI
１－（２，４－ジクロロフェニル）－Ｎ－（２，４－ジフルオロフェニル）－Ｎ－イソプロピ
ル－５－オキソ－１，５－ジヒドロ－４Ｈ－１，２，４－トリアゾール－４－カルボキサミ
ド（別名：イプフェンカルバゾン）

R2-A-045-METI
２－（２，４－ジクロロ－３－メチルフェノキシ）－Ｎ－フェニルプロパンアミド（別名：クロ
メプロップ）

R2-A-046-METI
（Ｅ）－２－［４－（ｔｅｒｔ－ブチル）フェニル］－２－シアノ－１－（１，３，４－トリメチル－
１Ｈ－ピラゾール－５－イル）ビニル＝２，２－ジメチルプロパノアート（別名：シエノピ
ラフェン）

R2-A-047-METI
（ＲＳ）－７－（４，６－ジメトキシピリミジン－２－イルチオ）－３－メチル－２－ベンゾフ
ラン－１（３Ｈ）－オン（別名：ピリフタリド）

R2-A-048-METI
５－クロロ－１，３－ジメチル－Ｎ－（１，１，３－トリメチル－１，３－ジヒドロイソベンゾ
フラン－４－イル）－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド（別名：フラメトピル）

R2-A-049-METI 3-メトキシアニリン（別名：m-アニシジン）

R2-A-050-METI
２－メトキシエチル＝２－［４－（ｔｅｒｔ－ブチル）フェニル］－２－シアノ－３－オキソ－３
－［２－（トリフルオロメチル）フェニル］プロパノアート（別名：シフルメトファン）

R2-A-051-METI 硫化（２，４，４－トリメチルペンテン）

R2-A-052-METI
１－［２－（シクロプロピルカルボニル）アニリノスルホニル］－３－（４，６－ジメトキシ
ピリミジン－２－イル）尿素（別名；シクロスルファムロン）

R2-A-053-METI
３－（２，４－ジクロロフェニル）－２－オキソ－１－オキサスピロ［４．５］デカ－３－エ
ン－４－イル＝２，２－ジメチルブタノアート（別名：スピロジクロファン）

R2-A-054-METI
Ｓ，Ｓ’－ジメチル＝２－ジフルオロメチル－４－イソブチル－６－トリフルオ ロメチル
ピリジン－３，５－ジカルボチオアート（別名：ジチオピル）

R2-A-055-METI
［３－（４，５－ジヒドロイソオキサゾール－３－イル）－２－メチル－４－（メチルスルホ
ニル）フェニル］（５－ヒドロキシ－１－メチル－１Ｈ－ピラゾール－４－イル）メタノン
（別名：トプラメゾン）

R2-A-056-METI
５－ｔｅｒｔ－ブチル－３－［２，４－ジクロル－５－（プロパ－２－イン－１－イルオキシ）
フェニル］－１，３，４－オキサジアゾール－２（３Ｈ）－オン（別名：オキサジアリギル）

R2-A-057-METI
３－ブロモ－１－（３－クロロ－２－ピリジル）－Ｎ－［４－シアノ－２－メチル－６－（メ
チルカルバモイル）フェニル］－１Ｈ－ピラゾール－５－カルボキサミド（別名：シアント
ラニリプロール）

R2-A-058-METI
N－ブチル－N－エチル－α，α，α－トリフルオロ－２，６－ジニトロ－ｐ－ トルイジ
ン（別名：ベスロジン）

R2-A-059-METI ジトリデシル＝フタラート
R2-A-060-METI 酢酸ゲラニル
R2-A-061-METI イソ酪酸β－フェノキシエチル
R2-A-062-METI ｐ－オキシ安息香酸プロピル
R2-A-063-METI テルピネオール酢酸エステル
R2-A-064-METI ｒｅｌ－（１Ｒ，２Ｒ，４Ｒ）－ボルナン－２－イル＝アセタート
R2-A-065-METI ナトリウム＝ドデカノイルオキシベンゼンスルホナート

R2-A-066-METI
四ナトリウム＝５，８－ビス（ジチオカルボナト）－２，５，８，１１，１４－ペンタアザペン
タデカンビス（ジチオアート）

R2-A-067-METI メチル＝２－ヒドロキシベンゾアート（別名：サリチル酸メチル）
R2-A-068-METI メチル（２－ペンチル－３－オキソ－シクロペンチル）アセテート

R2-A-069-METI
イミダゾ［１，２－ａ］ピリジン－３－スルホンアミド， ２－クロロ－Ｎ－［［（４，６－ジメト
キシ－２－ピリミジニル）アミノ］カルボニル］－（別名：イマゾスルフロン）

R2-A-070-METI
２－クロロ－Ｎ－（２－エチル－６－メチルフェニル）－Ｎ－［（Ｒ）－１－メトキシプロパ
ン－２－イル］アセトアミド（別名：メトラクロール（R体））

R2-A-071-METI
（Ｅ）－Ｎ－（１－｛Ｎ－［（６－クロロ－３－ピリジル）メチル］－Ｎ－メチルアミノ｝エチリ
デン）カルバモニトリル（別名：アセタミプリド）

R2-A-072-METI
３－［２－クロロ－４－（メチルスルホニル）ベンゾイル］－４－（フェニルスルファニル）
ビシクロ［３．２．１］オクタ－３－エン－２－オン（別名：ベンゾビシクロン）
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分類ID 物質名称

R2-A-073-METI
Ｎ－（３－クロロ－４－メチルフェニル）－４－メチル－１，２，３－チアジアゾール－５
－カルボキサミド（別名：チアジニル）

R2-A-074-METI
（ＲＳ）－２－クロロ－Ｎ－（２，４－ジメチル－３－チエニル）－Ｎ－（２－メトキシ－１－
メチルエチル）アセトアミド（別名：ジメテナミド）

R2-A-075-METI
４－Ｏ－［２－Ｏ－［２－（メチルアミノ）－２－デオキシ－α－Ｌ－グルコピラノシル］－
５－デオキシ－３－ホルミル－α－Ｌ－リキソフラノシル］－Ｎ，Ｎ’－ビス（アミノイミノ
メチル）－Ｄ－ストレプタミン（別名：ストレプトマイシン）

R2-A-076-METI
Ｏ－２，６－ジクロロ－ｐ－トリル＝Ｏ，Ｏ－ジメチル＝ホスホロチオアート（別名：トル
クロホスメチル）

R2-A-077-METI
Ｎ－［４－（１，１，１，２，３，３，３－ヘプタフルオロプロパン－２－イル）－２－メチル
フェニル］－３－ヨード－Ｎ’－［２－メチル－１－（メチルスルホニル）プロパン－２－イ
ル］フタルアミド（別名：フルベンジアミド）

R2-A-078-METI Ｓ－ベンジル＝ジプロピルカルバモチオアート（別名：プロスルホカルブ）
R2-A-079-METI アルミニウム＝トリス（エチル＝ホスホナート）（別名：ホセチル）

R2-A-080-METI
１－メチル－Ｎ－［２－（４－メチルペンタン－２－イル）－３－チエニル］－３－（トリフ
ルオロメチル）－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド（別名：ペンチオピラド）

R2-A-081-METI
Ｎ－（｛４－［２－クロロ－４－（トリフルオロメチル）フェノキシ］－２－フルオロフェニル｝
カルバモイル）－２，６－ジフルオロベンズアミド（別名：フルフェノクスロン）

R2-A-082-METI
３－（４－クロロフェニル）－３－（３，４－ジメトキシフェニル）－１－モルホリノプロパ
－２－エン－１－オン（別名：ジメトモルフ）

R2-A-083-METI
｛２－［３－（４－クロロフェニル）プロピル］－２，４，４－トリメチル－１，３－オキサゾリ
ジン－３－イル｝（１Ｈ－イミダゾール－１－イル）メタノン（別名：オキスポコナゾール）

R2-A-084-METI
ビス（｛２－［３－（４－クロロフェニル）プロピル］－２，４，４－トリメチル－１，３－オキ
サゾリジン－３－イル｝（１Ｈ－イミダゾール－１－イル）メタノン）＝フマラート（別名：オ
キスポコナゾールフマル酸塩）

R2-A-085-METI
（５－クロロ－２－メトキシ－４－メチルピリジン－３－イル）（２，３，４－トリメトキシ－
６－メチルフェニル）メタノン（別名：ピリオフェノン）

R2-A-086-METI
４－シクロプロピル－６－メチル－Ｎ－フェニルピリミジン－２－アミン（別名：シプロジ
ニル）

R2-A-087-METI
Ｎ－（２，４－ジフルオロフェニル）－２－［３－（トリフルオロメチル）フェノキシ］ニコチ
ンアミド（別名：ジフルフェニカン）

R2-A-088-METI
（ＲＳ）－Ｎ－［２－（３，５－ジメチルフェノキシ）－１－メチルエチル］－６－（１－フル
オロ－１－メチルエチル）－１，３，５－トリアジン－２，４－ジアミン（別名：トリアジフラ
ム）

R2-A-089-METI
Ｎ－（４－フルオロフェニル）－Ｎ－イソプロピル－２－｛［５－（トリフルオロメチル）－
１，３，４－チアジアゾール－２－イル］オキシ｝アセトアミド（別名：フルフェナセット）

R2-A-090-METI
Ｎ－ｔｅｒｔ－ブチル－Ｎ’－（３－メトキシ－ｏ－トルオイル）－３，５－キシロヒドラジド
（別名：メトキシフェノジド）

R2-A-091-METI ２－ｔｅｒｔ－ブチルシクロヘキサン－１－イル＝アセタート
R2-A-092-METI ｒｅｌ－（１Ｒ，２Ｓ）－２－ｔｅｒｔ－ブチルシクロヘキシル＝アセタート
R2-A-093-METI ベンジル（ドデシル）ジメチルアンモニウム＝クロリド
R2-A-094-METI Ｎ－ベンジル－Ｎ，Ｎ－ジメチルヘキサデカン－１－アミニウム，クロリド（１：１）
R2-A-095-METI アルキル（Ｃ＝１２～１６）（ベンジル）（ジメチル）アンモニウム＝クロリド
R2-A-096-METI ベンジル（ジメチル）（テトラデシル）アンモニウム＝クロリド
R2-A-097-METI ジイソプロピルナフタレン
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